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高島平地域交流核形成まちづくりプラン（案）について 
 

 

１ 高島平地域交流核形成まちづくりプラン（案）について 

「高島平地域グランドデザイン」（平成27年 10 月）に掲げる将来像の実現に向け、「高島平

地域都市再生実施計画」（令和４年２月）及び「高島平地域の連鎖的都市再生の推進に係る基本

合意書」（令和４年３月30日）に基づき、交流核エリアの事業展開を具体化する「高島平地域交

流核形成まちづくりプラン（以下、交流核プラン）」を、区・UR都市機構の共同で令和４・５年

度の２か年で検討している。 

 

２ 対象地域 

高島平一丁目から九丁目まで（約314ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 交流核プランの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓑ：交流核エリア  

Eria  

 

Ⓐ：重点地区  

Eria  

 

ⓧ：再整備地区  

Eria  

 

ⓨ:駅周辺エリア 
(二丁目33番街区) 

【凡例】 

Ⓐ：重点地区 

都市再生を効果的・効率的に 

進めるための第一歩となる地区 

Ⓑ：交流核エリア 

高島平地域都市再生実施計画に 

基づき、連鎖的都市再生により 

地域内外の交流核を形成するエリア 

（ⓧ再整備地区・ⓨ駅周辺エリアを含む） 

ⓧ：再整備地区（約２ha） 

旧高七小跡地を含む公共用地 

ⓨ：駅周辺エリア（約6ha） 

二丁目33番街区（UR賃貸住宅） 

高島平地域 

【区の計画】
○板橋区基本構想
○板橋区基本計画2025
○いたばしNo.1実現プラン2025

【都の計画】
○都市づくりグランドデザイン
○都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（東京都都市計画区域マスタープラン）

板橋区都市づくりビジョン（H30.3）

高島平地域グランドデザイン（H27.10）

高島平プロムナード基本構想
（H30.1）

高島平地域都市再生実施計画（R4.2）

【
関
連
す
る
主
な
個
別
計
画
】

高島平地域交流核形成まちづくりプラン（予定）

高島平地域の再生に
関する一連の計画

具体化・整合 具体化

相互連携

整合

整合

整合

具体化

具体化

具体化

構想の時点修正
計画への具体化

具体化

まちづくりの実行期へ
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新高島平駅

高島平駅

都立赤塚公園

高島第五小

高島第二中

高島第二小

再整備地区

都立
高島高校

３丁目分譲団地

UR賃貸団地
（32街区）

駅周辺エリア
（33街区）

都立高島特別支援
学校

UR
賃貸団地
（30街区）

UR賃貸団地
（29街区）

UR賃貸団地
（28街区）

UR賃貸団地
（26街区）

高島平
多目的運動場

首都高５号池袋線
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通
り

高島通り

医師会
病院

消防署

警察署

郵便局

都立赤塚公園

UR
賃貸団地
（27街区）

高島平緑地

健康福祉
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旧高島平
第七小学校

図書館

区民館
地域センター
区民事務所
児童館

JA旧健福

Ｎ
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４ これまでの経緯と今後の予定 

・平成２７年１０月 高島平地域グランドデザイン策定 

・平成２８年１１月 アーバンデザインセンター高島平（ＵＤＣＴａｋ）設立 

・平成３０年１月  高島平プロムナード基本構想策定 

・平成３０年１２月 ＵＲ都市機構がＵＲ賃貸ストック活用・再生ビジョンを公表 

・令和４年２月   高島平地域都市再生実施計画策定 

・令和４年３月   区とＵＲ都市機構が高島平地域の連鎖的都市再生の推進に係る基本合意書を締結 

・令和５年９月   交流核プラン（中間のまとめ）作成 

・令和６年１月   交流核プラン（案）作成 

・令和６年１～２月 交流核プラン（案）のパブリックコメント募集 

・令和６年３月（予定） 交流核プラン策定 

            区・ＵＲ都市機構基本協定締結 

 

５ 交流核プラン（案）の概要 

（１）課題・特徴と再生に向けた考え方【１章】 

高島平の特徴を最大限活かし、地域資源を有効活用して、まちの課題を解決し、都市を再生

していく。 

・まちの課題：駅前機能の不足、防災上の懸念、顕著な高齢化、にぎわいの創出、機能の分離 

・まちの特徴：都心へのアクセス、人口集積、豊かなみどり、成熟したコミュニティ 

・地域資源：区有地（旧高七小） 

 

（２）交流核における都市づくり【２章】 

まちの骨格となる道路や緑地を活かしながら、時代のニーズに合った人中心の都市基盤や

都市機能に作り変えていく。 

①都市づくりの視点 

１）多様な世代が健康に住み続けられるまち 

２）創造的な文化やにぎわいがあふれるまち 

３）災害への備えがあり地球にやさしいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
都市基盤：活動を支えるインフラ 

（交通・防災・環境・みどり など） 

都市機能：活動の場 

（住宅・商業・公共施設 など） 

人々の活動 

（住まう・集う・学ぶ・働く など） 

■交流核の構成イメージ 

■交流核の位置 

軸となる緑地や道路空間を活用しなが

ら、駅の南北やけやき通りの東西を一体的

な歩行者空間でつなぐことで、回遊性が高

く居心地の良い「人中心のまちづくり」を

推進する。 

高島平らしさを感じる居心地の良い空間

の中で「多様な活動がつながり合う」こと

で、地域内外の交流が生み出される姿をめ

ざして、活動を創造し、育み、支える視点

を大切にしながら、都市機能や都市基盤の

あり方を検討する。 
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②都市基盤の基本方針 

１）ウォーカブルなまちの実現 

２）みどり豊かなまちの形成 

３）災害にも強い安心・安全なまちの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③都市機能の基本方針 

１）子育て世帯に選ばれる機能の充実 

２）創造的な文化をつむぐ機能の充実 

３）多様な世代が住み続けられる機能の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶駅前拠点エリア 

❷高架下エリア 

❸再整備地区 

❹再整備地区（暫定的な活用） 

❺プロムナード 

❻駅周辺エリア（公共公益ゾーン） 

❼駅周辺エリア（けやき通り沿道ゾーン） 

❽駅周辺エリア（複合居住ゾーン） 

❶デッキネットワークの構築 

❷駅前空間の再整備 

❸道路ネットワーク 

❹けやき通りの再整備 

❺歩行者ネットワーク 

❻駐輪場の再整備 

❼みどり豊かな公共空間 

❽公共空間とつながる街区内空間 

赤塚公園 

け
や
き
通
り 

高島平駅 

❶ 

❷ 

❸ 

❸❺ 

❸ 

❻ ❻ 

❹❼ 

❺ 

❺ 

❺ 
❺ 

❺ ❽ 

❼ ❼ 

❽ ❽ 

❽ 

❽ 

高五小 

高二小 高二中 

プロムナード 
高島通り 

赤塚公園 

高島平駅 ❷ 

❸ 

❺ 

❻ 

❼ ❽ 

高五小 

高二小 高二中 

❹ 

プロムナード 
高島通り 

❶ 

け

や

き

通

り 

■都市基盤の配置イメージ 

■都市機能の配置イメージ 
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（３）都市づくりの実現方法【３章】 

目指す交流核の都市づくりの実現のため、都市計画や民間との協働で段階的にまちづくり

を進めていく。具体的には、駅を中心とした拠点の形成、多様な機能を受け入れる土地利用の

誘導、地区計画等による良好な住環境の保全、まちづくりと連動した公共施設の更新を行う。 

併せて、分野横断的な取組として、ウォーカブルなまちの実現やまちづくりのＤＸ等の先

進技術の活用に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島通り

け
や
き
通
り

❶高架下エリア高島平駅

屋外に向けた
にぎわいの表出

❷再整備地区 ❺駅周辺エリア
（公共公益ゾーン）

❻駅周辺エリア
（けやき通り沿道ゾーン）

❹プロムナード
（東側）

❸プロムナード
（西側）

区画街路
区画街路

デッキネットワーク

■駅前拠点エリアの整備方針 

❶高架下エリア 
 高架下空間を活用したまちづくり 
に参加したくなる機能の誘導、改札前 
空間とデッキネットワークをつなげ、 
交流を生み出す空間を形成 

❷再整備地区 
居住の安定と生活の継続性に寄与

しながら、プロムナード（西側）と
連携して安心・安全な空間を形成 

キープラン 

高架下エリア 

プロムナード 

駅周辺エリア 再整備地区 

■駅前拠点エリアの断面イメージ 

都市基盤のイメージ 
❶ペデストリアンデッキの整備：利便性が高く、歩車分

離を図り、回遊性を高め、水害時の避難等にも機能 

❷道路空間の再整備 

❸立体的な公園・広場の整備：道路ネットワーク形成と

歩車分離の両立、水害時の退避場所ともなる立体的な

公園・広場 

❹街区内広場の整備（駅周辺エリア） 

❺街区内広場の整備（再整備地区） 

都市機能のイメージ 
❻プロムナード（西側）：子どもの学びの場として、興味や

感性を育てる機能を配置 

❼再整備地区：低層部に商業機能を配置、中層部以上は住

まいや子育て世帯の定住化を促す機能等を誘導 

❽駅周辺エリア（けやき通り沿道ゾーン） 

❾駅周辺エリア（公共公益ゾーン）：文化・交流機能やモビ

リティ機能等を配置、屋外空間と一体的な空間を形成 

❿高架下エリア：まちづくりの情報発信やまちの魅力を向

上させる機能を配置 

❺駅周辺エリア（公共公益ゾーン） 
文化的で創造的な活動を支える

ホール・図書館、モビリティ等の多
様な機能を配置し、プロムナード
（東側）と一体的に整備すること
で、高島平の顔となる空間を形成 

❻駅周辺エリア（けやき通り沿道ゾーン） 
 多くの人でにぎわい、楽しく買
い物ができる機能を誘導し、多様
な人の交流の場となる屋外空間と
一体的な空間を形成 

❹プロムナード（東側） 
生活を支える行政機

能の誘導とみどりを活
かした空間を形成 

❸プロムナード（西側） 
 屋外空間を活かした子ど
もの体験・遊びを通じて、子
どもの学びを支え、興味や
感性を育てる場として、緑
地と施設が一体となった空
間を形成 

高島平駅商業機能など

居住機能など
浸水
想定
高さ

公共機能など商業機能など立体公園 立体公園

けやき通り 広場 高島通り広場

公共機能など

区画街路

公共機能など公共機能など

❶ 

❷ 

❸ 
❸ 

❺ ❹ 

❻ 

❼ 

❽ ❾ ❿ 

高島平駅とプロムナードを中心として、

再整備地区・駅周辺エリアと一体的ににぎ

わいを生み出し、地域の魅力を向上させる

交流機能や公共公益機能を積極的に配置し

て、地域の顔となる拠点を形成する。 
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G.D.第1期 G.D.第2期
R8～R17

(2026～2035）

G.D.第3期
R18～

（2036～）
R5

（2023）
R6

(2024)
R7

(2025)

駅前拠点エリア

準備ステップ
・高架下エリア
・再整備地区

第１ステップ
・再整備地区
（プロムナード（西側）
を含む）

第２ステップ
・駅周辺エリア
（プロムナード（東側）
を含む）

広場活用

旧高七小等の既存施設解体の調整

段階的に整備

解体工事

改修工事高架下の活用に向けた調整 施設運営・高架下空間活用

プロムナード再整備等に向けた検討・調整

暫定広場の整備に向けた調整 整備工事

施設計画の検討 建設工事

整備工事

再整備地区の進捗状況に合わせて検討

プロムナード再整備等に向けた検討・調整 整備工事

施設・基盤・民間誘導
の一体的な詳細検討

連鎖的都市再生の進展に合わせて、エリア全体の一体的な検討
深度化と各ステップの事業展開への反映

（４）スケジュール【４章】 

長期にわたる高島平の連鎖的都市再生では、段階的・戦略的にまちづくりを進めていくこ

とが求められる。交流核を起点として、まちづくりの効果を早期に発現するため、地域資源で

ある区有地や公共空間を活用して、地域の期待感を高める取り組みを展開していく。 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■連鎖的都市再生のステップ図 

❸第３ステップ以降 

（再整備地区・駅周辺エリアの一部） 

⓪準備ステップ（高架下エリアなど） 

❶第１ステップ（再整備地区など） 

❷第２ステップ（駅周辺エリアなど） 

赤塚公園

け
や
き
通
り

高島平駅

高島通り

旧高七小

⓪

❶

❸ ❷
❸

駅前拠点エリア

■連鎖のスケジュール 

ステップごとの取組概要 

⓪準備ステップ（高架下エリアなど） 

・高架下空間の再整備 

・旧高七小・健康福祉センターの解体と道路整備 

・暫定広場の整備 

❶第１ステップ（再整備地区など） 

・再整備地区の建設工事 

・プロムナード（西側）の再整備、緑地内施設等整備 

❷第２ステップ（駅周辺エリアなど） 

・プロムナード（東側）の再整備、緑地内施設等整備 

❸第３ステップ以降（再整備地区・駅周辺エリアの一部） 

・ウェルフェアや健康づくり機能の配置等 


